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1. はじめに

　平成 29 年３月に新学習指導要領が公示された。今回の改訂では，「何が分かるか」ではなく，「何

ができるようになるか」をキーワードとして育成を目指す資質・能力が具体化され，三つの柱で整

理された。その育成を目指す資質・能力の三つの柱とは以下に示すものである。

①　生きて働く「知識・技能」

②　未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」

③　学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

　これらの資質・能力の三つの柱を育成するためには，一部の教科等だけではなく，全ての教科等

において，「主体的・対話的で深い学び」を実現することが重要であると述べられている。これは，

少人数で，二個学年が一緒に学ぶ複式学級においても同様である。そこで，本校では複式学級の特

性を基に，複式学年別指導における「主体的・対話的で深い学び」を以下のように捉えた。

　自分の役割を意識して，課題を的確に把握し，学習問題を設定して，その解決の見通しをもっ

て，既習の知識や技能などを活用しながら考えを伝え合う中で考えを深め，問題解決の過程を

振り返り，自分たちの学びのよさを実感し，これからの学習に生かそうと意欲を高める

　複式学級の学年別指導においては，【図１】のよう

に，教師が直にかかわることのできる直接指導の場面

と，子どもたちが自ら学習を進める間接指導の場面が

生じる。間接指導の場面では，子どもたちだけで学習

を進めるため，「何を」「どのように」考え，話し合っ

ていくのか不明確となり，「主体的・対話的で深い学

び」を実現することが難しい場面が見られる。

　そこで，子どもたちだけで学習を進めている間接指導場面の学びを充実させることが重要である

と考えた。これらのことから，研究主題を「主体的・対話的で深い学びを実現する複式学年別指導」

と設定し，研究副主題を「間接指導時の学びを充実させる教師の働きかけ」と設定した。
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2. 研究内容

　学年別指導において「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには，まず，教師が教材分

析を十分に行うことが重要である。そうすることで，子どもたちの思考の流れを想定することが

でき「何を」，「どのように」解決させるのか明確にすることができるからである。さらに，直接

指導はもとより，子どもたちだけで学習を進める間接指導場面において，互いの考えを理解した

り，考えを深め広げたりするような働きかけを行うことで，子どもたちは，自ら学習を進め，学

びを充実させることができると考える。そこで，本研究では，以下の研究内容で実践を行うこと

にした。

　　○　子どもの思考の流れを想定した教材分析　

　　○　間接指導時の学びを充実させる教師の働きかけ

2.1. 子どもの思考を想定した教材分析

　学年別指導においては，子どもたちが「主体的・対話的で深い学び」を展開しながら各教科等

のねらいを達成することが重要である。そのためには，【図２】のような教材分析を行い，子ど

もの思考の流れを想定しておくことが必要になってくる。まず，既習事項や子どもの実態を把握

する。次に，本時の目標を基に，まとめを明確にする。そして，そのまとめにつながるような学

習問題を想定する。さらに，学習問題からまとめを見出していく過程における子どもの思考の流

れを想定する。このような教材分析を行っておくことで，提示する課題や発問などの教師の働き

かけを明確にすることができると考える。

【図２　教材分析の流れ】

　３学年算数科「２けたのかけ算」を例にすると【図３】の通りである。

【図３　教材分析の流れ　３学年算数科「２けたのかけ算」】

2.2. 間接指導時の学びを充実させる教師の働きかけの基本的な考え方

　本校では，国語科や算数科等の教科で学年別指導の形態をとっている。学年別指導の形態では，
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教師が直にかかわることのできる直接指導と，子どもたちが自ら学習を進める間接指導の時間が

生じる。前述の【図１】のように，一単位時間の学習の中では，間接指導は，「学習課題を受け

止めて学習問題を設定し，見通しをもつ場面」，「自分の考えを書いて友達と伝え合う問題追究場

面」，「共通点を整理した後のまとめる場面」の３つの場面で行われる。教師が直接かかわること

ができない間接指導場面では，子どもたちだけで学習を進めなければいけない。そのため，学び

が充実しない場面が見られる。そこで，この３つの間接指導場面での学びを充実させることで，

「主体的・対話的で深い学び」を実現することができると考えた。

2.3. 「問題設定」場面の話し合いを充実させる観点の設定と観点を生かした働きかけ

　「問題設定」場面では，子どもたちは，学習課題を受け

止めて，気付いたことを発表し合い，学習問題を設定す

る。この「問題設定」場面の間接指導時には，「学習課題

を的確に捉えることができていない。」「学習問題が教師

と子どもでずれてしまう。」等の課題が見られる。そこで，

このような課題を解決して，子どもたちで話し合いなが

ら，学習問題を設定し，学習の見通

しをもつことができるようにするた

めに，「問題設定」場面で話し合う際

の観点を設定した。「問題設定」場面

を子どもたちの思考に沿って細分化

すると，「課題を受け止める過程」,「学

習問題を焦点化する過程」，「追究方

法を確認する過程」の３つの過程に

分けられる。私たちは，この３つの

過程で観点を設定し，観点を生かし

た教師の働きかけを具体化すること

にした。　

　左記の表１〜３は，３つの過程で

話合いを子どもたちが自ら進めていくための算数科の観点である。まず，【表１】の課題を受け

止める際の観点を生かして，子どもたちは，学習課題を受け止めて，気付いたことを発表できる

ようになることが大切である。観点を生かして，気付いたことを発表できるようにするために，

教師が直接指導の際にガイド役のモデルとなるように，日頃から「何算かな。」「式は何かな。」

など，観点を基に発問し , それらの観点で気付いたことを発表できるようになったことを価値付

けることが大切である。次に，【表２】の学習問題を焦点化する際の観点を生かして，子どもた

ちは，気付いたことの発表内容や試行した内容を基に学習問題を設定できるようになることが大
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切である。教師は観点を生かして「前の時間と違うことは，何かな。」と発問し，学習問題を焦

点化させる。さらに ,【表３】の追究方法を確認する際の観点を生かして，子どもたちが，学習

の見通しをもつことができるようになることが大切である。そのために，教師は内容と方法の両

面から追究方法を確認させること，子どもたちが「まとめ」段階までの見通しをもてるような働

きかけを行う。

2.4. 「問題追究」場面で相手の考えを理解しながら話し合わせる働きかけ

　子どもたちは，同時間接指導のガイド学習において，結論を見出せない等，話合いが充実しな

い場面が見られる。これは，互いの発表した考えを理解しきれないまま話合いが進み，自分と他

者の考えを比較したり関係付けたりできないことが原因だと考える。そのため，教師が，他者の

考えを理解させる働きかけを行う必要がある。そこで，互いの考えを交流している場面において，

教師が，話し手の子どもの考えやその理由を聞き手の子どもたちに問い，外言化させることが有

効であると考える。なぜなら，相手の考えを自分の言葉で表現することは，相手の考えの理解を

うながしたり，自分が理解しているかどうかを確かめたりすることにつながるからである。働き

かけの結果，自分の理解が曖昧であると気付いた子どもは，話し手に質問や確認をする姿が表出

し，話合いが充実していくと考える。そこで，相手の考えを理解させるための働きかけを，６

年間系統的に行うために，発達の特性を踏まえ，【表４】のように設定した。このことで，発達

の段階に応じて教師が友達の考えを外言化させる働きかけを行うことができるようになると考え

る。

　　　　　　　　【表４　相手の考えを理解させるための働きかけ】　系統：◎は重点指導学年

2.4. 「まとめる場面」の前で考えを深め広げる働きかけ

【図４　考えを深め広げる場の設定】　

　間接指導時の活動は，子どもだけの話合いであるため，ある１つの視点からだけで考えを導き出

していたり，本時のねらいを達成するための大切な考えを見出せてなかったりすることがある。そ

の際，必要となるのが，教材研究を踏まえた子どもの考えを深め広げるための教師の働きかけであ

る。しかし，学年別指導においては，教師がその働きかけを子どもの話合いの最中にタイミングよ

く行うことは難しい。そこで，【図４】のように学年別指導においては，間接指導時の子どもだけ
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の話合い後に，教師が働きかけを行い，考えを深め広げる場を設定することが望ましいと考える。

上記の考え方を基に，子どもの考えを深め広げる場においては，間接指導時の話合いで子どもが導

き出した考えやその理由にゆさぶりをかけ，新たな視点での思考を促したり，本時で身に付けるべ

き大切な考えに気付かせたりする。そのためには，教師の働きかけを具体化する必要がある。そこ

で，まず，前述の「子どもの思考の流れを想定した教材分析」で述べた教材分析を基に，間接指導

での話合いで表出すると考えられる子どもの考えを想定する。次に，本時のまとめを照らし合わせ，

間接指導後に気付かせるべき考えを明確にする。そして，その考えに気付かせる発問や資料提示と

いった具体的な働きかけを考える。

3. 授業の実際（算数科　３年「２けたのかけ算」　４年「小数のかけ算・わり算」）

3.1. 実践の基本的な立場

　ここでは，前項の学年別指導における各教科等の深い学びを実現する学習指導のポイントを基

に，「問題設定」段階における「学び方」を発揮させる教師の働きかけについて第３・４学年の

算数科で実践を行ったも

のである。

　【表５〜７】は算数科

における「問題設定」段

階における観点である。

これらの観点を設定する

ことで，子どもたちは，

観点を基に自ら学習を進

めることができるように

した。また，「何を」「ど

のように」問題解決させ

るか明確にさせるため

に，３年生は，同時導入

後に，教師がガイドのモ

デルとして，直接指導を

行いながら観点を基に発

問したり，観点を基に気

付いたことが発表できた

ことを価値付けたりしな

がら「学び方」を身に付

けさせていった。４年生は，間接指導でガイドを中心に「学び方」を発揮させながら，気付いた

ことを発表させていった。「問題設定」段階における「学び方」を発揮させる教師の働きかけの
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具体化については，３年生・４年生共に，考えたいことを明確にするための「めあてを焦点化す

る際の観点」を基に，前述の流れに沿って働きかけを具体化したものである。

3.2. 実践の実際（第３・４学年算数科学年別指導）　　　　は，直接指導
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3.3. 結果及び考察

 　前項の実践における子どもの姿から実践を以下のように考察した。
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4. 成果と課題

4.1. 成果

　学年別指導における各教科等の深い学びを実現するために，学習指導のポイントの具体化を図

りながら実践を行ってきた。その結果，子どもたちは「問題設定」段階における「学び方」を発

揮しながら，自分たちで話し合いを的確に進める姿が見られた。これは，今年度の実践の成果と

考えられる。

4.2. 課題

　今後さらに，学年別指導における各教科等の深い学びを実現していくためには，少人数である

複式学級の子どもたちの考えを深化・拡充しながら教科のねらいを達成させるためにＩＣＴを活

用しながら教師の働きかけをさらに具体化する必要があると考える。

5. 付記

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成 25 〜 29 年度研究紀要で発表した研究内容に基

づき，複式教育において研究をさらに発展させ，その研究成果をまとめたものである。
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